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A.  研究目的 

 PVODの症例を蓄積し、その臨床病理相関を明ら

かにする。 

 

B.  研究方法 

 京都大学医学部附属病院にてびまん性肺疾患の疑

いで胸腔鏡下生検ないし肺移植のために摘出された

肺の病理組織像を検討した。 

(倫理面への配慮) 

データは氏名を消去しパスワードつきファイルで連

結可能匿名化とした。 

 

C. 研究結果 

 2013 年の VATS/pneumonectomy 症例は全体で

32 例あり、疾患の内訳は慢性過敏性肺炎(疑い例含

む)7例、肺GVHD (造血幹細胞移植後)4例, 通常型

間質性肺炎3例, 原発性肺高血圧症2例, NSIP2例, 

気管支拡張症2例, 膠原病肺2例, 肺気腫2例 (α1-

アンチトリプシン欠損1例含む), 濾胞性細気管支炎

1例、IgG4関連疾患1例, その他の間質性肺炎4例, 

非特異的線維化 1 例, 部分肺静脈還流異常 1 例であ

った。PVODの所見はこれらの症例について確認さ

れなかった。 

 

D. 考察 

 PVOD は稀な疾患であり、我々の施設では 2009

年に2例、 2011年に1例、それぞれ肺移植症例の

部分像あるいは代表的組織変化として認められてい

る。今回の検討ではPVODを認められず、当科での

生検/肺移植適応疾患としては稀な疾患であること

が確認された。 

 

 

E. 結論 

 PVODは骨髄移植後の慢性肺障害の部分像、ある

いは肺高血圧症の肺生検において認められる比較的

稀な病態である。高血圧を伴わないPVOD様変化は

造血幹細胞移植後の GVHD の部分像として認めら

れる。今後も引き続き臨床的な肺高血圧症, GVHD

を中心として症例を蓄積する予定である。 
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